
令和 8年度 学習指導計画 

中２８ 練馬区立大泉西中学校 
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数学（第１学年） 

【教科目標】 

1 正の数と負の数、文字を用いた式と一元一次方程式、平面図形と空間図形、比例と反比例、

データの分布と確率などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに、事象

を数理的に捉えたり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける

ようにする。 

2 数の範囲を拡張し、数の性質や計算について考察したり、文字を用いたり数量の関係や法則な

どを考察する力、図形の構成要素や構成の仕方に着目し、図形の性質や関係を直観的に捉え論

理的に考察する力、数量の変化や対応に着目して関数関係を見いだし、その特徴を表、式、グ

ラフなどで考察する力、データの分布に着目し、その傾向を読み取り批判的に考察して判断し

たり、不確定な事象の起こりやすさについて考察したりする力を養う。 

3 数学的活動の楽しさや数学のよさに気付いて粘り強く考え、数学を生活や学習に生かそうとす

る態度、問題解決の過程を振り返って検討しようとする態度、多面的に捉え考えようとする態

度を養う。 

 

【学習計画】数学１ 

月 単元 
小単元・項目 

（題材、教材） 

時

数 

主な達成目標 

（各単元でつけてほしい力） 
評価方法 

評価場

面 

4 

5 

 

 

１章 

正の数と

負の数 

１ 正の数・ 

負の数 

 

 

 

 

２ 加法と減法 

 

 

 

 

３ 乗法と除法 

 

 

 

 

 

４ いろいろな

計算 

 

 

 

 

 

28  負の数の意味を理解し、負の数

を数直線上に表すことができる

ようになる。 

 数の大小関係を理解し、不等号

を使って表すことができるよう

になる。 

 正の数と負の数の加法と減法が

できるようになる。 

 項の意味を理解し、項の考えに

もとづく計算ができるようにな

る。 

 正の数と負の数の乗法と除法が

できるようになる。 

 除法を乗法に直して計算できる

ことを理解し、乗法と除法の混

じった計算ができるようにな

る。 

 四則の混じった計算ができるよ

うになる。 

 数の集合を理解し、負の数の計

算ができるようになったことの

価値を感じることができるよう

になる。 

 自然数を素因数分解することが

授業への

取り組み 

提出物 

小テスト 

定期考査 

授業 

提出物 

１学期

期末考

査 

など 
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月 単元 
小単元・項目 

（題材、教材） 

時

数 

主な達成目標 

（各単元でつけてほしい力） 
評価方法 

評価場

面 

 

 

 

問題 A、問題 B 

できるようになる。 

 具体的な場面に負の数を利用し

て考えることができるようにな

る。 

5 

6 

 

２章 

文字と式 

１ 文字と式 

 

 

 

 

 

 

 

２ 文字式の計算 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 文字式の利

用 

 

問題 A、問題 B 

22  文字式の積、商の表し方を理解

し、きまりにしたがって表すこ

とができるようになる。 

 具体的な数量を、文字式で表す

ことができるようになる。 

 文字に数を代入する方法を理解

し、文字式の値を求めることが

できるようになる。 

 １次式の加法と減法の計算方法

を理解し、その計算をすること

ができるようになる。 

 １次式と数の乗法と除法の計算

方法を理解し、その計算をする

ことができるようになる。 

 文字式で表された数量の意味を

読み取ることができるようにな

る。 

 数量の相等関係や大小関係を等

式や不等式で表したり、等式や

不等式からその意味を読み取る

ことができるようになる。 

授業への

取り組み 

提出物 

小テスト 

定期考査 

授業 

提出物 

２学期

中間考

査 

２学期

期末考

査 

など 

6 

7 

9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３章 

１次方程式 

１ １次方程式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 一次方程式

の利用 

 

 

17  方程式と方程式の解の意味を理

解する。 

 等式の性質を理解し、それを利

用して方程式を解くことができ

るようになる。 

 移項して方程式を解くことがで

きるようになる。 

 比例式の意味と比例式の性質を

理解し、比例式を満たす x の値

を求めることができるようにな

る。 

 方程式を利用して問題を解決す

る手順を理解し、具体的な問題

を解決することができるように

なる。 

授業への

取り組み 

提出物 

小テスト

定期考査 

授業 

提出物 

３学期

学年末

考査 

など 
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月 単元 
小単元・項目 

（題材、教材） 

時

数 

主な達成目標 

（各単元でつけてほしい力） 
評価方法 

評価場

面 

 

 

問題 A、問題 B 

 方程式を解いて求めた解が適切

なものであるかどうかを確かめ

ることができるようになる。 

9 

10 

４章 

比例と 

反比例 

１ 比例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 反比例 

 

 

 

 

 

３ 比例と反比

例の利用 

問題 A、問題 B 

22 

 

 

 関数関係について理解し、とも

なって変わる２つの数量を関数

としてとらえることができるよ

うになる。 

 比例の変化と対応のようすを、

式や表を用いてとらえることが

できるようになる。 

 負の数まで拡張した座標平面を

理解し、点の位置を読み取った

り、点を座標として表したりす

ることができるようになる。 

 比例のグラフの特徴を理解し、

比例の式をグラフに表すことが

できるようになる。 

 反比例の変化と対応のようすを

式や表を用いてとらえることが

できるようになる。 

 反比例のグラフの特徴を理解

し、反比例の式をグラフに表す

ことができるようになる。 

 比例や反比例を利用して、具体

的な問題を解決することができ

るようになる。 

授業への

取り組み 

提出物 

小テスト

定期考査 

授業 

提出物 

３学期

学年末

考査 

など 

月 単元 
小単元・項目 

（題材、教材） 

時

数 

主な達成目標 

（各単元でつけてほしい力） 
評価方法 

評価場

面 

11 

12 

５章 

平面図形 

１ 平面図形 

 

 

 

 

 

 

２ 作図 

 

 

 

 

17  平行移動、回転移動、対称移動の

意味を理解し、それらを使って図

形を移動させることができるよう

になる。 

 平行移動、回転移動、対称移動に

ついて、移動前と移動後の図形の

関係を理解する。 

 垂直二等分線、角の二等分線、

垂線を作図することができるよ

うになる。 

 垂直二等分線、角の二等分線、

垂線を作図することができる根

授業への

取り組み   

提出物 

小テスト 

定期考査 

授業 

提出物 

１学期

期末考

査 

２学期

中間考

査 

など 
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月 単元 
小単元・項目 

（題材、教材） 

時

数 

主な達成目標 

（各単元でつけてほしい力） 
評価方法 

評価場

面 

 

３ 円 

問題 A、問題 B 

拠を理解する。 

 円や円の接線に関する性質を理

解する。 

12 

1 

2 

６章 

空間図形 

１ 空間図形 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 立体の体積

と表面積 

 

 

 

問題 A、問題 B 

21  いろいろな立体の特徴を理解す

る。 

 空間における直線や平面の位置

関係を理解する。 

 立体を平面図形の運動によって

構成されたものとしてとらえた

り、投影図として平面上に表し

たりすることができるようにな

る。 

 おうぎ形の弧の長さと面積の求

め方を理解し、それらを求める

ことができるようになる。 

 立体の体積や表面積の求め方を

理解し、それらを求めることが

できるようになる。   

授業への

取り組み 

提出物 

小テスト 

定期考査 

授業 

提出物 

２学期

期末考

査 

３学期

学年末

考査 

など 

3 ７章 

データの 

活用 

１ データの整

理とその活用 

 

 

２ 確率 

 

問題 A、問題 B 

13  データを表やグラフに整理し、

分布の傾向を読み取ることがで

きるようになる。 

 相対度数の意味を理解する。 

 多数の観察や多数回の試行に

よって得られる確率の意味を理

解する。 

授業への

取り組み 

提出物 

小テスト 

 

授業 

提出物 

など 

合計時数【140】 

 

【通知表の評価の観点と観点別学習状況の評価の方法】 

観点 評価方法（評価資料） 

知識・技能 定期考査、小テスト 

思考・判断・表現 定期考査、小テスト 

主体的に学習に 

取り組む態度 
授業への取り組み方、提出物 
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数学（第２学年） 

【教科目標】 

１ 文字を用いた式と連立２元１次方程式，平面図形と数学的な推論，１次関数，データの分布

と確率などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに，事象を抽象化した

り，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする． 

２ 文字を用いて数量の関係や法則などを考察する力，数学的な推論の過程に着目し，図形の性

質や関係を論理的に考察する力，複数の集団のデータの分布に着目し，その傾向を比較して読

み取り批判的に考察して判断したり，不確定な事象の起こりやすさについて考察したりする力

を養う． 

３ 数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え，数学を生活や学習に生かそうと

する態度，問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度，多様な考えを認め，よ

りよく問題解決しようとする態度を養う． 

 

【学習計画】 

月 単元 
小単元・項目 

（題材、教材） 

時

数 

主な達成目標 

（各単元でつけてほしい力） 
評価方法 評価場面 

４ 

 

５ 

 

 

1 章 

式の計算 

１ 式の計算 

 

 

２ 文字式の利

用 

 

章の問題 

16  簡単な多項式の加法，減法及び

多項式と数や単項式同士の乗

法，除法の計算ができる。 

 文字式を利用して数量の関係や

数の性質を説明することができ

る。 

 目的に応じて，等式を変形する

ことができる。 

授業の様子 

提出物 

小テスト 

定期考査 

授業  

提出物 

１学期期

末考査 

など 

６ 

 

７ 

 

２章 

連立方程

式 

１ 連立方程式 

 とその解き方 

 

２ 連立方程式

の利用 

 

章の問題 

17  二元一次方程式とその解の意味

及び連立方程式とその解の意味

を理解する。 

  加減法や代入法によって，連

立方程式を解くことができる。 

 連立方程式を利用して問題を解

決することができる。 

授業の様子 

提出物 

小テスト 

定期考査 

授業  

提出物 

１学期期

末考査 

２学期中

間考査 

など 

９ 

 

10 

３章 

１次関数 

１ １次関数 

２ 一次関数の 

性質と調べ方 

３ ２元１次方

程式と１次関

数 

４ １次関数の

利用 

 

章の問題 

19  一次関数の意味を理解し，事象

の中から一次関数を見いだすこ

とができる。 

 一次関数について，表，式，グ

ラフを相互に関連づけて理解す

る。 

 二元一次方程式のグラフ及び連

立方程式の解とグラフの関係を

理解する。 

 一次関数を用いて問題を解決す

ることができる。 

授業の様子 

提出物 

小テスト 

定期考査 

授業  

提出物 

２学期中

間考査 

など 
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月 単元 
小単元・項目 

（題材、教材） 

時

数 

主な達成目標 

（各単元でつけてほしい力） 
評価方法 評価場面 

10 

 

11 

４章 

図形の調

べ方 

１ 説明のしく

み 

２ 平行線と角 

 

３ 合同な図形 

 

章の問題 

20  三角形の内角・外角の性質を理

解し，多角形の内角･外角の和

を求めることができる。 

 対頂角の性質や平行線と角の関

係を理解する。 

 三角形の合同条件を理解し，簡

単な図形の性質を証明すること

ができる。 

授業の様子 

提出物 

小テスト 

定期考査 

授業  

提出物 

２学期期

末考査 

など 

12 

 

１ 

 

２ 

５章 

三角形と

四角形 

１ 三角形 

 

２ 平行四辺形 

 

章の問題 

20 

 

 二等辺三角形の性質を証明する

ことができる。 

 直角三角形の合同条件を導き，

それを使って証明することがで

きる。 

 平行四辺形の性質や条件を理解

し，それを使って図形の性質を

証明することができる。 

 平行線と面積の関係を理解す

る。 

授業の様子 

提出物 

小テスト 

定期考査 

授業  

提出物 

３学期学

年末考査 

など 

２ 

 

３ 

６章 

確率 

１ 確率 

 

２ 確率による

説明 

 

章の問題 

6  同様に確からしいことをもとに

して，簡単な場合について確率

を求めることができる。 

 樹形図や表を利用して様々な場

合の確率を求めることができる 

授業の様子 

提出物 

小テスト 

定期考査 

授業  

提出物 

 

３ ７章 

データの

比較 

１ 四分位範囲 

 と箱ひげ図 

 

章末問題 

7  四分位数と四分位範囲について

理解し、四分位範囲とちらばり

の関係を見いだすことができる 

 箱ひげ図のつくり方と見方を理

解し、ちらばりやヒストグラム

との関係を見いだすことができ

る 

 箱ひげ図を用いてデータの傾向

を考えることができる。 

授業の様子 

提出物 

小テスト 

授業  

提出物 

 

合計時数【105】 

※ 生徒の学習状況や定着状況により、教材や順序を変更する場合がある。 
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【通知表の評価の観点と観点別学習状況の評価の方法】 

観点 評価方法（評価資料） 

知識・技能 定期考査，小テスト 

思考・判断・表現 定期考査，小テスト 

主体的に学習に取

り組む態度 
授業の様子，提出物 
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数学（第３学年） 

【教科目標】 

１ 数の平方根，多項式と二次方程式，図形の相似，円周角と中心角の関係，三平方の定理，関数

y=ax2，標本調査などについての基礎的な概念や原理･法則などを理解するとともに，事象を数学

化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現･処理したりする技能を身につけるようにする。 

２ 数の範囲に着目し，数の性質や計算について考察したり，文字を用いて数量の関係や法則など

を考察したりする力，図形の構成要素の関係に着目し，図形の性質や計量について論理的に考察

し表現する力，関数関係に着目し，その特徴を表，式，グラフを相互に関連づけて考察する力，

標本と母集団の関係に着目し，母集団の傾向を推定し判断したり，調査の方法や結果を批判的に

考察したりする力を養う。 

３ 数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え，数学を生活や学習に生かそうとす

る態度，問題解決の過程を振り返って評価･改善しようとする態度，多様な考えを認め，よりよく

問題解決しようとする態度を養う。 

 

【学習計画】 

月 単元 
小単元・項目 

（題材、教材） 

時

数 

主な達成目標 

（各単元でつけてほしい力） 
評価方法 

評価 

場面 

４ 

 

  

５ 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

７ 

 

９ 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

１章 

多項式 

１ 多項式の計算 

２ 因数分解 

３  式の計算の利用 

章末 

21 

 

 単項式と多項式の計算，多

項式どうしの計算ができ

る。 

 目的に応じて式を操作する

技能を高める。 

授業への取組 

提出物 

小テスト 

定期考査 

授業 

提出物 

１学期 

期末考査 

など 

２章 

 

平方根 

１  平方根 

２  根号をふくむ式 

の計算 

３ 平方根の利用 

章末 

17  平方根の必要性を認識させ

る。 

 分数で表すことができない

数である無理数の存在を意

識させる。 

 平方根の混じった四則計算

の技能を習得させる。 

授業への取組 

提出物 

小テスト 

定期考査 

 

授業 

提出物 

１学期 

期末考査 

など 

３章 

 

２次方程

式 

１  ２次方程式とそ 

の解き方 

２  ２次方程式の 

利用 

章末 

15  ２次式で表される方程式が

あることを知り，答を求め

る方法を考察させる。 

 具体的な場面で２次方程式

を利用して問題を解決でき

る。 

授業への取組 

提出物 

小テスト 

定期考査 

授業 

提出物 

２学期 

中間考査 

など 

４章 

 

関数 

y=ax２ 

１ 関数 y=ax２ 

２ 関数 y=ax２の 

性質と調べ方 

３ いろいろな関数 

の利用 

章末 

16  表，式，グラフを相互に関

連づけながら変化と対応を

とらえさせる。 

 関数の概念をさらに深めさ

せる。 

授業への取組 

提出物 

小テスト 

定期考査 

授業 

提出物 

２学期 

期末考査 

など 



令和 8年度 学習指導計画 

中２８ 練馬区立大泉西中学校 

9 

月 単元 
小単元・項目 

（題材、教材） 

時

数 

主な達成目標 

（各単元でつけてほしい力） 
評価方法 

評価 

場面 

11 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

３ 

５章 

 

相似な図

形 

１ 相似な図形 

２ 平行線と比 

３ 相似な図形の面 

積と体積 

章末 

24  相似の性質を利用して長さ

や角度を求められる。 

 相似の概念を空間図形にも

拡張し，それをもとに立体

の辺の長さ，表面積や体積

を考察させる。 

課題への取組 

提出物 

小テスト 

定期考査 

授業 

提出物 

２学期 

期末考査 

など 

６章 

 

円 

１ 円周角の定理 

２ 円周角の定理の 

利用 

章末 

13  円周角と中心角の関係を見

いだして理解し，それを用

いて考察することができ

る。 

 円周角の定理を理解し，具

体的な場面で活用すること

ができる。 

課題への取組 

提出物 

小テスト 

定期考査 

授業 

提出物 

３学期学

年末考査 

など 

７章 

 

三平方の

定理 

１ 三平方の定理 

２ 三平方の定理 

の利用 

章末 

16  三平方の定理を知り，直角

三角形の辺の長さを求めら

れる。 

 空間図形でも三平方の定理

を活用することができる。 

課題への取組 

提出物 

小テスト 

定期考査 

授業 

提出物 

３学期学

年末考査 

など 

８章 

 

標本調査 

１ 標本調査 

章末 

6  全数調査と標本調査の使い

分けや偏りのない標本の選

び方を理解させる。 

 適切なデータの扱い方と処

理方法の初歩を身につけさ

せる。 

課題への取組 

提出物 

小テスト 

定期考査 

授業 

提出物 

３学期学

年末考査 

など 

 ３年間の復習 

上級学校への接続 

12  総合問題演習を通じて３年

間の学習内容を復習させ

る。 

 上級学校の学習内容に触れ

させる。 

課題への取組 

提出物 

授業 

提出物 

など 

 

【通知表の評価の観点と観点別学習状況の評価の方法】 

観点 評価方法（評価資料） 

知識・技能 定期考査，小テスト 

思考・判断・表現 定期考査，小テスト 

主体的に学習に取

り組む態度 
授業の様子，提出物、定期考査への取組と振り返り 

 

 


